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SUslslary 
Larg巴欄scaledry-storc bins made 01' ste巴1plates are employccl to some extent 1'or temporary 
storage of rough rice and wheat， asuses of combinecl harvesters become popular. The 
bin macle as a part of a rice center consists 01' ten cells with a v巴ntilatingsystem. The 
C巴Iis 3 m x 6 m x 6 m in size (Fig. 1). The bin is used only 1'or a short period in the 
harvesting season， and lcft empty for a long time in off seasons. 
A long term storage tcst of rough rice was carried out from Dec. 24， 1974 til the next 
summer， July 25， 1975， by using the dry-store bin located in Saga plane， without addi輔
tional covering facilities， inorder to develop its usage as a bulk storagehouse just 1ike a 
country elevator. 
The temp巴raturewas measurecl at 24 points in the cCll filled up with 65 tons of rough 
rice (Fig. 1). Although thc temperature of the wall hacl changed in the range of 370C 
in a clay， the grain temperature， which was placed at the point more than 35 cm apart 
from the wall， clid not show any daily changes. The grain temperature was 130C at 
the central part of the bin on the initial experiment clay. Then， itgradually fel ancl 
showed the minimum temperature of 100C on Mar¥10， and it was kept at the temperature 
until Apr. 5. After that the temperature rose slowly and reached to 230C on the last 
experiment clay (Fig. 2). From this analysis of atmospheric temperature ancl humidit)ら
it was 1'ouncl that the temperature 01' the wall had fallen under the dewpoint several times 
(Fig. 9). 
1 t could be said that the clry-store bin may be used success1'ully as a storagehouse of rough 
rice until toward the end of Jul)らtakinginto concideration the fact that th巴 qualityof 
thc rice was maintaincd in goocl condition. 
I 絹雲
水稲の収穫作業lζ コンパインが多用されるP::h'よんで， 従米設置されたカントワエレベータ
(Country Elevator)ならびにライスセンタ (RiceCenter)の乾燥機では処理能力が不足するよう
になった.ζの能力不足を補う方法のーっとして，一室鏑絞製のドライストア (Drystore)が併
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設されるに至った2)
ドライストアは本来乾燥ばかりでなく貯蔵の機能を持っているので， ζれどを長期貯蔵lこも利用
すれば，より効率的な運営ができる.かかる見地からドライストアによるばらもみの長期貯蔵実
験を行い，その貯蔵性能の技術的安定性を立証しようとする試み1)が，現在全国各地で取組まれ
つつある.
その一環として佐賀でも昭和49年産もみぞ対象l乙ドライストアによる長期貯蔵実験が実施され
た.ζの実験は佐賀県農業試験場を始め幾つかの機関の協力の下でなされたが，その中でわれわ
れが分担したど、ン内外の混湿度の変化特性について ζこに報告する.
II 実験方法
実験は昭和49"'[:12月24日から昭和50'ts7月258までの210日間にわたり，佐賀県佐賀郡川副ll1J
大詫間にある農業協同組合薩営のライスセンタ lζ併設されたドライストアで実施した.
ζのドライストアは， rlJ 3m長さ 6mi認さ 6mのピン10161から織成されているが，その，trで日
当りのよい南西陥の1ピンを実験lと供した.
供試もみはこのライスセンタでー乾燥し，所定の合水率(水分むら約1%程度)n:誠整したもの
で，品種はツクシパレ，伐:試もみ霊;註は約65トン，金額lとして約1，400万円， ピ、ン中の堆積高さ
は約 5mであった.
制調ぷとして外気混1，外壁滋1，内壁霊視2，麗根裏混1，ピン内温度19(上層 1，中}自12，
下罵6)合計24点をFig.l!乙示すような位置に設定し，①~⑬の12点をサーミスタ式(ー100C~
ζo対話B13
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⑬ under the roof T; 0.2 m below the top surface of the rice bulk 
⑫ outdoor screen 
① outside surface on the west wall M; 3.5 m high from the bottom 
③ inside surface on the west wall 
⑬ inside surface on the south wall B; 0.2 m high from the bottom 
Fig. 1. Measuring points of temperature in the drystor巴bin.
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500C) ，⑬-@の12点を Pt抵抗体式(一100C-500C6月3日以降は OOC-1000C)の温度計でそ
れぞれ測定し，自記τ1'-若宮記録計l乙記録させた.記録用紙は巾 20cmの1カ月巻のもので， 6月ま
では月 1mJ16 EIか17E1!と， 7月は 1Bと14日の2ill取篠えた.また内外壁温が 500Cを越す恐れ
が出て来た時j切に後者の記録計の記録温度総閥を広げ，波IJ滋点⑫と@の郡日定を中ll:.:し，その分を
内外壁混@，①の測定にあてた.
湿度は自記視滋度計(温度部はパイメタル式，i1l皮部は毛髪式〉を使用し，ビン上部とライス
センタE室内(ドライストア昇降階段i直下の床上)の2館所で測定記録させ 1巡閥ごとに記録用
紙を取篠えた.
以kのように自記記録させるばかりでなく 1日1国計器の点検を兼ね午前10時頃現場l乙行き，
①~⑫の12点の極度bよび 2 綴所の滋 yft~度を読みとり所定の記録用紙lζ記入した.なかその際ピ
ン内中心部の損皮が2日迷続して呉状上昇ーする!惨とか，その他の異状を発見したi待には，関係者
l乙通報して対策を講じうる体制をとった.
実験期間中，記録がとれなかったのは停活と計器の故障のためであり，停活の場合の記録は後
で時間を補正し，できるi筏り多くの記録が正確に取れるように努力した.
記録用紙にはiE，li以皮の経1寺的変化が記録されているので， 15A度については，各iJ!IJ混点の日王子均
詰1皮 Tim，[ヨ;最高浪!史民h 日最低滋皮 Ti1(iは調査日 ，m.h.[はそれぞれ平均・最高・最低を表
わす)を求め，さらに主1~í:fJ平均の EI 平均温度 Tm= 2: Timl n， El1詰雨続皮 T" 2: TilJ n， 13最低滋皮
T1ニコ 2:Tu/n，温度13i段差 Tv T" -Tl> (nは半旬のiヨ数3-6EI;を表わし，故障のため記録のと
れなかった日は除いて平均した)などを算出した. これらの数値をもとにして各iJ!U損点の経時
的変化と相互関係を比絞検討し， ζの種施設の長期貯蔵中にかけるピン内外温度の変化特性を解
明しようとした.なか~!IJ視点のうち①~⑬の12点が主体象で，⑬~⑧の12点は官官者を補完する呂
的でとりあげた.
泊2度については記録依から後述するような方法で，貯蔵期間中にかけるピン内の給路発生の有
無を検討し，議皮特性と合わせてこの阪からもこの穏施設の貯蔵の安全伎を立証しようと試みた.
HI 実験結果と考察
1. 日平均祖}史 γmの変化
調3日開 II~Iゃにかける①~⑬の12筒所の測総点の半勾王子均の日平均温度を一つにまとめて Fig.2
lζ示した.各iJ!lJi盟点lと共通して言えることは外気配tの変化に追随して変化していることである.
しかしその変化も詳細に見れば少しずつ粉巡のあることがわかる.外気配L(訟は 1月18日lζ l.PC
になるまで下降し，その後少し上昇 (2月7B!"C. 10.50C)，後再び下降， 2月22日l乙最低の日平
均温度一O.20Cに迷した後は，いくらかの起伏はあったが上昇線をたどり，試験終了日には
28.30C に迭している. この外気溢⑬と日照の影響を醍接受ける外援塩①と①lと隣接する測温点
③~⑤なよび毘恨哀温⑬の混度変化は，その傾向ならびに起伏の度合が外気温⑬のそれによく似
ている.中央官1Iのぜ⑤①かよび東側壁近くの⑮は大体の傾向は同じでも起伏の度合は必ずしも一
様ではない.とくに中心部の@は測定開始時の 130Cから18臼閣の関にわずかながらもーたん上
昇(140C)した後下降し始め，外気?昆の最低時期より約1カ月連れて最低混度(lQOC)に達し，
以後実験終了時まで綬捜な上昇IltI線を描いて 230C!ζ逮している.また瀧度目較差もほとんどな
く外気楓の変化に即応するような温度の起伏はみられなかった.
I11心部上閣の(引は外気混と日照の影斡を受けて変化する屋根裏⑮の混度変化にほぼ追随して変
化した.
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Fig. 2. Changes of the daily mcan tempcrature calculated pcr half a decade at thc various points. 
この中心線上にある⑬⑦([⑤を比絞してみると， 1月上旬には⑪が最低で①①③の}I出に高くな
ってbり約 20Cずつの差がある.この差は 4月上旬(100C)にはなくなり，以後は①が最低で
①⑦⑬の}I毘lと変り，試験終了時には①③金)⑬制限となりその差も O.50C，70C， O.50C となってい
る.
途中， 6月中旬に①の視度のみが急上昇し他の3筒所はむしろいくらか低下しているのは，こ
の時期lζ他のビンに入れた変を乾燥するため通風した温風がいくらか洩れて供試ピンlこも入った
ためである.そのため下腐の①は温度上昇-とともにいくらか乾燥も促進され， ζの下j習を通過す
る際吸収した水分で中上層は逆l乙加減し，温度が低下したものと考えられる .ζの現象からみて，
すでに所定の合水準i乙調強された殺類を貯蔵するピンlと通風することは，かえって層間に合水率
の不均衡を生じ，好ましくない結果を招米する ζ とが予怒されるので，避けた方がよいと考えら
れる.
⑬-@の測温点の温度変化をみると，日照の影響を甚接受ける西側壁から同距離にある中層の
@⑫の間では時期により 1-30Cの差があり，また高f訟の関係も一律でなかった.日照の影響を
藍接受けない側壁部から河距離にある中層の⑮@⑮⑮はほとんど同様の変化をし，相互間の温度
差も会期簡を通じ PC内外でほとんど差はないとみてよい. ζれらの測溢点と中心部③との簡
では，外気温の低い寒冷j切には①が 40C{立高く，外気視の上昇lとともなってその差が縮まり，
3月上旬両者が問視度になった後は逆転し， しかもその楚が徐々に開き 5月上旬には 60C
(I20Cと180C)になり，その後は差が関かず試験終了時 (230Cと280C)まで両者平行に近い形
で上昇している.これらと関側の⑫⑤との閥iとは当初はあまり差はみられなかったが，試験終了
時には 3-40C{尽くなっている.中層の@⑫は①とほとんど問機の変化をしていた.
下閣に設けたi!9側の⑮⑬閤の差は中腐の⑫⑤間の護よりは小さく， @@窃と中心部の①の悶
の差も中躍のそれより小さい.しかし⑭@⑬と⑮⑬との悲は中層の場合と同様の傾向を示して
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つぎに側提近くの討!日視点について，側控ーからの距離が等しく床面からの高さの異なる中ド屈の
測温点の温度変化を比較すると(例えば⑤と⑮，⑮と⑮)，時j切によっては 20C位の羨を示す場
合もあったが，いずれの場所でも中下層の温度差は小さかった.
2. 温度目較差 Tvの変化
各iI!日視点の実験期間中にかける半旬王子均の温度目絞2去を求めたが， Fig.3は日照の影響が強い
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Fig. 3. Changes of the rangc of daily temperature al the l1cas山 ingpoints near lhe west wall. 
凶側按lζ隣接する浪IJi，¥;tぷ①-@Iζ関するもので，側ぽからの距離によって時期別にどの綬度の差
が生ずるかをみた.すなわち日絞差の大きい!時期と小さい時期の幾っかを例示した.たとえば，
日i絞楚の大きい l月第 5.'-j<.'IJHとは外壁混①が 22.80Cのとき内壁混@では 20，40C，@では 8，40C，
①では 4.30C，@では 2.60C，⑤では1.50C となっている. 13較差の小さい2月第 1半勾には，
①が 6.80CI乙対して②以下)1阪に 5.90C，2.40C，1.60C， 1.0oC，O.40Cを示している. 日較差の最
大の5月第5半旬lとは①から!般に 29.90C， 26，40C， 26，40C， 12.80C， 4.OOC， 2.30Cであった.な
シこの関係の詳細については温度目変化の伝播として項を改めて後述する.ここでは現実に説度
変化がどの範留にわたって生じているかを調べ，この瀧度変化と貯蔵中のもみの品質との関係を
検討する擦の資料を提供しようとするものである.
日照の影響を直接受ける屋根褒混⑬の日絞差の平均値はlQOC，最大値は 17.20Cを示し，外気
温⑬と平均値は等しく最大値は約 lOC高かった.⑬の直下の⑦は⑬の影響を受けて平均値1.20C， 
最大値 2.20Cを示し， その下方の@①より変化が大きい.①は前述した通!即時を除外すればφ
と同様日絞設はごく小さかった.
な:b'側壁ーから等距離にある対称的な中下賎の泌視点の日較差の変化を比絞すると，平均依，最
大伎ともにその差は lOC以内で，平均1'¥U史lとみられるほどの差はなかった.
実験期間中にふ、ける各制撮点の日較差の平均値，最大値，最小値を Table11こ示した.
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Table 1. Mcan， maximum剖1dminimum valucs of thc rangc of daily tcmpcraturc (oC) at 
evcry mcasuring points during thc storagc period. 
measuring points lnean max. mm. 目l1easunngpon1Is mean 百lax. mlll. 
① 20.3 29.9 10.5 ⑬ 0.6 1.0 0.2 
③ 17.8 26.4 9.4 ⑬ 7.3 12.0 2.8 
③ 8.0 12.8 4.0 ⑬ 0.1 0.2 O 
① 4.3 6.8 1.6 ⑬ 1.3 1.9 0.5 
〔わ 2.7 4.0 1.0 ⑫ 0.5 1.4 0.4 
⑤ 1.6 2.4 1.0 ⑬ 1.0 1.5 0.3 
⑦ 1.2 2.0 0.4 ⑬ 1.2 2.2 0.4 
① 0.2 0.3 O ⑩ 0.9 1.6 0.3 
⑦ 0.2 0.7 O ⑧ 0.8 2.0 0.5 
@ 0.7 1.8 0.3 ⑧ 0.1 0.3 。
⑩ 10.0 17.2 3.3 ⑧ 0.4 0.8 0.2 
ぬ1 10.0 16.4 4.2 長与 0.4 0.8 0.1 
3. H最高混皮 T"の変化
Fig.21と示したまJ①⑩の 3 筒所を除く各測拠点について，災験j臨時中の~I三旬平均の日最高温度
T"の変化与を Fig.41乙示した. iた毎月始めと最終j犯とにおける各inu温点の混皮を結び， 1時期別
の各vm混点*tl夜間の差異とその推移とをみた.中央部恒)以外は外気温⑬の上昇傾向lζ沿って上野.
している.⑩はすでに述べたように日絞差もほとんどないので，日責主高祖皮も日平均払frU暖と河i様
lと変化は少ない.
もみ限内の⑨_IIめは，外気faゅならびにElH授のJi別警1を受けて変化する外機祖CD.1，'よび内絞瀧
③からの熱伝擦を受けて似次変化するが，ただ側壁からの距離に;f:F:I応するも目度差が生じる. ~I土勾
平均でみた場合，最終期が設も向く，①は 49.70C，Gおはそれより 0.70C低く 48.90C，以下'JI阪に
39.90C， 37.40C， 34.10C， 32.50Cであった.な;b、このj諮問!の①は 22.90Cであった.
西側壁 lζ沿いて 5cmづっの距離をもって隣接している測混点1mの涯は外気温の低い寒冷期
(1-2月)には 0.50C以下で小さいが，前述したように外気溢がi誌くなった時点では， 3.50C 
lとも迷している.傾向としては側壁から速くなるに従ってその差も小さくなっている.
4. 積算温度 T，
特徴ある測温点について，実験期間中の積算温度民('L，T'm，i=1-21O)を算出し Table2 !と
示し比較してみた.計器の故障，停電などの理由で測定僚が得られなかった時期のものは，そ
の前後の測定値から推定して駿算する方法をとった.ζの数値は実験期間 210日間の日平均温度
T加を積算したものである.これらの中で中心部①が2815日。Cでー最小，内皮溢③が最大でその
差は783日。Cであった.@ならびに外気温⑭と各測視点との差も同時に表1''11ζ示した.
この積算温度が貯蔵中のもみの品質にどの様度の影響を与えるものなのか不明であるが，今後
それらの関係を検討する l燥の資料となれば.~;;いと考え，今回の実験中代表的な測温J去について記
載した.
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Tab!e 2. Intcgrated values of daily mcan temperature (day-oC) 
at eaeh mcasuring points during storage period. 
691 783 3598 ③ 
615 707 3522 ③ 
541 633 3448 ⑥ 
250 342 3157 ⑦ 
-92 O 2815 ③ 
41 51 2866 ① 
211 303 3118 ⑬ 
358 450 3265 @ 
O 
A; integrated temperaturc 
B; difference of the integratcd temperaturc of each point from 
that of① 
C; differcnce of the integrated tcmperature 01" cach point from 
that of⑬ 
920 2907 ⑫ 
? ? ?
?
?
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?
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5. 1日中の経n寺的温度変化
実験期間の会期間にわたる滋度変化の概要は以上に述べた通りである.このlJでは 1E1 rft にふ、
けるより細かい温度変化を検討した.すなわち，実験期間中のそれぞれの時期を代表する日とし
て，つぎに述べる 5 日を選定した.外気混の iゴ王子均視度 ~11 が最低を示したn::H羽の 1 月 18 日，も
み!段I干I心部①の T，nが絞低をぶしたi時期の 3月23日，中間Jlfjの4月25E1，梅雨期の6月25EI ，外
気温の Tmが最i邸時期の7月20日がそれらに相当する.
いずれの場合も，各測滋J去の1:'1最高混皮 Tih，E1.最低潟度 Tuを示した n寺刻にそれぞれ xf.IJと
Of.iJをつけて読みとった.外気温(寝l，屋根裏滋⑬のほか，外縫温①，内壁温⑥とこれらに 5cm
毎のhlfi!維で隣接するピン内の(め~@は会期間を通じて温度変化が多少はあるのでマークしやすか
ったが，中央部の⑦⑤①J;、よび米側段近くの⑩は変化が少ないか，またはほとんどなくてマーク
しlごくかっ7こ.
一般に各百!日溢点のI1最おおu交に述するl時刻は災なり，外気iLlゅのそれより少しずつかくれてい
る傾向があった.そのiÇ~)'てのおlJJfは 11;]， JUj かよび~m般からの出閣によって災なる. 1I1i日民温度につ
いても河織であった.以下lこ各1;)，J羽別に 1[Jの経n寺的変化の特徴をみてみよう.
1 JJ18日の場合は，もみ)官lrjl心加各)がif4く①③のH最高il;t皮のみがわずかにそれを越えている
程度で全般的lこ温度は低いまた⑬①の1]1& ì~':j説皮を示した!時刻はともに 1411寺， 上1J投，~.可制u曳附近
では短かい周期で昇降を繰返した.⑬の1]1制民iAU立の時刻は5n年で，その間近の変化もゆるやか
である (Fig.5の1). 
Fig. 5. Examples of the tmperature changes with time in a day. 
3月23Elのt卦合は，温度変化の大きい①②⑫⑬は共に①の上下にわたって変化しているが，そ
の他の測温点は@より高い.⑬①の日最高温度時刻は 1Jcの場合より J，'そく，擬i皮上昇も大きい
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ので， f自の測混J誌のそれも一様にふ、くれている.①⑩の変化が1月よりはいくらかはっきり現わ
れてきている.
4月25日の場合は，前Jo悶様①@⑪⑬の各!ゴ段低組皮1付近で，@よりわずかにド悶っている桜
度となり，上回っている分の方がはるかに大きい.自殺高温度1寺刻は 3月よりさらにお、くれ，⑬
より①⑬の方が平く透している.またその1付近の変化は単一の1t状を呈する変化をしている.@
c!③⑤相互鵠の温度差も相当大きく現われている.日最低混皮lζ達する下降変化よりも，日最高
温度l乙主る上昇変化の方が急で・ある.①の日絞差は 380C，13最低温度"寺刻は 51時40分， B最高温
度時刻は16時であった (Fig.5の2).
i梅雨期の6月25日の場合は，①が一つだけ離れて低滋を示しているのみでなく会般的に変化が
少ない.①②の日最高温度間近でもJll状をhlせず， @w(必⑤j干IifIHの差もほとんどみられない.
いずれの測温点の日最低植皮でも①よりははるかに高く，その附近の変化も少ない.全体の滋度
差は 6.80C!乙過ぎなかった.
最終期の7月初日の場合は①が(おより少し低く，両者とも他の1:11則氏繊度よりも低い圃それで
も220C!こまで上升している.(1)のiこl最高温度は 55，50C，その時刻は171l!f:40分で1月181'1の場合
よりも 31l年間40分bくれている. IJ最低温度の時刻は 41寺50分で 1月18日のそれよりも逆K2時
間10分はやい.しかし全体的に温度が向い関係 i二4月より日絞差はむしろ/わさく緩慢な変化をf乏
している (Fig.5のめ.
6. 温度目変化の伝嬬
24仰の菰皮泌点のうちから，特lζ西側間中央部lζ設けた 5iJliJ点，内生昔前l②，~から奥行き 5cm
点①， 10cm点①， 15cm点⑤， 20cm点⑤の毎日の説度変化を概綴する.
供試した鋼板製矩形ピンの凶側面は完全に銭出してbり，大気の槌度変化はもとより西日の影
響を受けて，西側在日の繊度上昇が他点よりも著しい.そして太陽が傾き始める ζろから，放熱に
よって西外j認部からだんだん温度が下がって行く.凶外j司官1¥では毎日俗 (3この槌皮昇降の繰返し
であり，誼度が下がりきれなかった分が漸次蓄積され，より内部への滋皮上昇Aとして伝えられて
行く.冬j切に外胤部のiliIl1史が低い1寺j留は，これの逆の羽象が起っているとみられる.いずれにし
ても 1日の温度の昇降は外周部ほど大きい.な;b'南側iIlIζは送風機2さがあるので，車反対は直接関
与しないし，温度の上昇下降とも緩慢である.
内壁撮度②が，もみ粒間の熱伝導あるいは上下層からの対流によって，もみ鴎内部へ伝わって
行くと考えられる.そ ζで内壁のi震度上昇と， 5cmずつ離れた上記各点の温度上昇とを比較し
てみると， Fig.6のようになる.たとえば，内控識が250Cだけ上芥する日には，@では 11.20C，
①では 6.50C，⑤では 3，90C，⑤でー は 2.30Cだけ i二"，1・することが予怨できるわけである.
r¥J 3m，高さ約 6mもある実際の一軍鋼板製矩形ピ、ンの1:t央部lこむいてもみ!認の内部へ伝わる
瓶度上昇皮 yは，Fig.6 1::1の曲線のように， 内壁温上昇を Z として，
5cm 点 y⑦ニエ0.205xL25
10cm点;見ド0，1l0xl.ぉ
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のように係数日が変わるのであるが， これを Fig.7のように凶示すれば，奥行きのどの点ま
で潟授に日変化が生ずるかがわかる. この閣によれば，内flf:混度臼絞z'fiX が 300Cであっても，
もみ胞内へ 35cm以上人れば， αは0.01脱皮となり，温度は l"C以下しかjニ究・しないことが予
想される.いL、かえれば，控friから 35cm以上奥になれば，淑度のEl変化はほとんどないといえ
1.25 y=αX' 
る.
ちなみに，内壁視の 1日の混度上昇(日較差)が 290C以上あったのは， 1月31日， 3月88，
同16日， 4月24日，同25日， 5月12日，悶228，周248の8日であった.そのうち最高祖度上昇
があったのは 3月8臼の 380Cであった.
7. 等視線の推移
外壁周辺部の現度変化はその日その日の天候により，非常な急上昇急降下を繰返すのに皮し，
もみ層内部の視度変化は緩めて緩慢であった.長期にわたった測定値から特徴的な日時をとりあ
げて，もみ腐の1ド*/1<王子市1ft近で等視線を揃き，その批移状況をみた.
1) 1月20日7時 CFig.8の1)
前年12月初日にもみを貯蔵ピンへ強込む時にはすでに乾燥は終つてなり，全腐にわたって130C
であった. 中心もみ揺はそれからわずかに一旦上昇し， 当日頃最高視 13.30Cを示した. 冬期
であるため外周部の方が低溢で，しかも内外の滋度差が大きい頃の等温線留である.温度勾配が
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比較的少なし全体的に 100C強である.
2) 3月6U2狩 (Fig.8の2)
外部の混度が上昇し，内部の祖度を追い越そうとする逆転賜である.中心もみ温①はまだ下降
中である反商，西側内壁温の日較差が最高を示す2日前である.各部の温度勾配がなく， lOoC 
内外でほぼ等視である.
3) 3月紅白1311i'50分 (Fig.8の3)
1月初日前後l乙最高温度を示した後，下降し続けていた中心もみ温③が最低溢茂lOoCを示し
た頃で，外部とのiffil.皮絞差が大きい!時期である.lOoCの等温線が小さくなり， 150Cの等温線が
壁ーに沿って延びている.温度勾配もだんだん大きくなってきた.荷im隅の温度が低いのが自立ち
始める.これは南側面に別室(送風機室)があり，温度上昇が防止されているためであろう.
4) 5月22B131時20分 (Fig.8の4)
内俊視が始めて 500C近くまで上昇し，内壁温度の日絞差も 33.80Cと大きく， 3月末以来内
部への温度伝達が著しい.lOoCの部分はすでになくなり， 200Cの等視線が墜に沿ってbり，前
項3)と比べれば，この508余の悶に全体的iζ50Cほど撮皮が上昇している.
5) 6 月 16 日 181~ (Fig.8の5)
西側壁面から 5cm地点③がこれまでの最高 38.50Cを記録した.150C以下の部分がなくなり，
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4)と比べて25臼の閣に，さらに 50Cほどの滋度上昇がみられる.
6) 7月21日1811if(Fig. 8の6)
5cm 地点@が最高祖度 41.90Cまで上昇ー した.200C以下の部分がなくなり， 5)と比べてさら
に50Cほどの調度上昇がみられる. この間lとは 35日を要したが，梅雨期による曇天が影響した
ものであろう.
8. 滋皮について
湿度測定l乙flいた自記混iAt.度計の記録から半旬ごとに相対淑度の高い日をとりあげ，その臼の
うちで最高の相対淑度と，その時の温度をもとに，湿り空気線国から，その時の露点温度を求め
る.この銭点祖度と，さきに混度測定によって待。られたその臼の内壁，外壁の温度，日最低温度
とを組合せて， Fig.9を作製した.ζれは湿度を測定したもみ上層近くの空気の絶対湿度と，温
度を測定した内援近くの空気の絶対淑度とが等しいとLサ仮定のTで，露点温度と内外壁の温度
とを比較し，後者が前者より低ければ，結露が発生する可能性があると推論した.このような考
えの下で，会期閣を検討したところ，図で見るように， 5月29日221F.'f50分と 6月10日2時30分の
2日l乙紋認発生の可能性があることがわかった.
そこで，さらに詳細にその頃の温度の変化状態を調べたと ζろ， 5月29日から 6.FJl日までの
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41ヨ問と 6月10況には，数時間にわたる結露の可能性があることがわかった.たとえば， 5 J329 
日の場合には，内俊の日最低滋度は 19.20C であり，その時刻の磁点混皮 200C よりも低い.し
かもこの内援は221時50分から翌日の 611寺00分まで，同じ温度を保持していることが，記録から確
かめられた.また ζの最低減度が保持された時間は結認1寺1mと推定できる.
摘 要
コンパインの普及につれて，鋼板製の大刻ドライストアピンが米麦の一時貯留のために広く使
われるようになった.供試ピンはライスセンターの一部として建設され，送!武装置を備えた 1-'室
からなっている.一室の大きさは 3mX6mx6mである.貯髄ピンは矩かい収穫期間にだけ使わ
れ，それ以外の!待J~jには2Eの状態である.
そこで佐賀平坦にあるドライストアを使って， 1974年12月24EIから翌夏の1975年 7月25日まで，
もみの長期貯蔵実験を行なった.すなわちカントワエレベータのようにばら貯蔵庫としても使用
できるかどうか，遮絞物等の施設を加えないままで行なった.
約65トンのもみを満たしたピンの中の24点にbいて温度を測定した.壁温は 1日l乙370Cのi隔
で変化する ζ ともあったが，段から 35cm以上離れた内部での穀溢は日変化を示さなかった.実
験開始日には"I:t心部の穀識は 130Cであった.それがだんだんさがって 3丹羽日にlQOCの最低
混皮を示し， 4月58までその温度が続いた.その後中心部穀温は徐々にあがり実験最終日には
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230C!と逮した.
気温と泌l皮を分析したと ζろ笠?昆が4-5聞にわたって露点以下にさがったことがわかった.
米質は変らなかったので， 7月後半まではドライストアピ、ンももみの貯蔵庫として使用できる
といえる.
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